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 前半は文科省のアクティブ・ラーニングの定義そのものでして、後半が山口大学独自のＡＬになっています。こ

ういうのを大学として認定して、シラバスを見ると、こんなふうになっていまして、各授業にいろんな授業形態

で、一つの授業の回数にどのくらい行われていますかというのを、「多」「中」「少」というので数値化して、そ

の授業がどのくらいＡＬの授業形態で行われていますかという数値化を行っています。足し算したものと授業回数

を割り算して、ＡＬポイントというものを出しています。シラバスでは、このように各授業に何ポイントあります

よということが書かれていて、このポイントは、単位数と間違いないようにお願いしたと書いてありますけれど

も、こういうふうに学生にとっては見やすい形でシラバスが記載されている。 

 このように、いろんな大学でもう既にアクティブ・ラーニングに対する取り組み方が全学的に組織的に行われて

いるということが現状になりつつあります。別に愛教大がこうしろというわけではなくて、他大学の例としてご紹

介いたしました。 

 時間になりましたけれども、このプロジェクトは皆さんのご理解とご協力が必要になります。今回、２名の方々

が授業の紹介をしていただきますので、今後とも突然メンバーのほうから、次やってくださいと多分振りが来ると

思いますが、嫌がらずに、ぜひご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 私のほうからは以上です。ありがとうございました。 

 

《質疑応答》 
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○司会（幅）： 

 それでは時間になりましたので、終わりにしたいと思います。 

 次は、アクティブ・ラーニング授業の実践例ということで、理科教育講座の大鹿先生、お願いします。 

個人情報を含むため削除 

 




























































































